
採用試験情報

■
市
職
員(

大
学
卒
程
度
）を
募
集

人
事
課
（
88
）９
１
１
５

成
長
と
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
で

　市役所で働く一番の魅力は、地域作りを担う一員
として、市の発展に貢献できることだと思います。
　入庁前は大きな不安を抱えていましたが、先輩や
上司の手厚いサポートのおかげで、徐々に自分に任
された仕事が出来るようになっていきました。仕事
内容は多岐にわたるため、自分自身の成長にもつな
がると感じています。ぜひ皆さんも市役所で一緒に
働き、地域作りを担う一員になりませんか？

　入庁前は、市役所の幅広い仕事に対応できるか、
人間関係を上手に築けるか不安がとても大きかった
のですが、実際にこの1年間、明るく優しい先輩ば
かりで、安心して業務に携わることができました。
初めて携わる仕事ばかりでしたが、学びと発見の毎
日で、人間としても成長出来たと感じています。
　皆さんと市役所で一緒に働ける日を心待ちにして
います。

福祉部社会福祉課　川原也
なる
佳
か

一般行政 令和7年度採用
財務部税務収納課　武田麻

ま
菜
な

一般行政 令和7年度採用

　丸型ポストは、正式名称を「郵便差出箱一号丸型」
といい、昭和24年から使用されました。当時の須賀
川市内では、昭和44年4月の段階で33カ所に設置さ
れました。写真は、上北町に設置されていた丸型ポ
ストです。丸型ポストは集荷作業に手間取ることが
あったため、昭和45年に規格が
改正されて角型のポストとなり、
内部に収集袋が取り付けられま
した。
 これ以降、丸型ポストは製造さ
れなくなり、角型ポストへ順次交
換されました。
☞博物館 （75）3239

ふるさとの遺産

博物館と歴史民俗資料館には
丸型ポストが展示されています

支援対象　大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校の在学中に奨学金の貸与を受け、卒業後、
市内に定住※1し、市内の企業などに正社員※2として勤務している人（令和8年4月1日時点で卒業後1年
以上3年以内）
※1 本市の住民基本台帳に登録され、当該住所地を生活の本拠としていること
※2 期間の定めのない労働契約を締結し、長期雇用を前提としていること（自営業者を含む。公務員は除く）

支援（補助）額　前年度に返還した奨学金相当額（利子は除く）の2分の1以内
※年間18万円を限度とし、最大8年間補助
支援対象の奨学金
▶日本学生支援機構の第一種・第二種奨学金
▶福島県奨学資金
▶その他市長が適当と認める奨学金
申請方法　交付申請書（商工観光課に設置または市ホームページからダウンロー
ド）に必要事項を記入の上、必要書類を添えて商工観光課に申請してください。
申請期限　6月30日（火）
☞商工観光課 （88）9142

奨学金の返還を支援します！

地区名 氏　　名

須　
賀　
川

六 軒 安
あん

藤
どう

　　彰
あきら

四 丁 目 鈴
すず

木
き

まゆみ
三 丁 目 石

いし

川
かわ

善
よし

一
かず

大 町 柏
かし

村
むら

和
かず

義
よし

本 町 安
あん

藤
どう

健
けん

治
じ

八 幡 町 佐
さ

藤
とう

富
とみ

二
じ

馬 町 固
こ

山
やま

和
かず

子
こ

古 屋 敷 西
にし

間
ま

木
ぎ

正
まさ

彦
ひこ

旭 町 山
やま

口
ぐち

秀
ひで

夫
お

上 町 山
やま

崎
ざき

京
きょう

子
こ

南 上 町 有
あり

我
が

義
よし

雄
お

東 町 舘
たて

脇
わき

一
かず

隆
たか

中 町 髙
たか

坂
さか

千
ち

恵
え

子
こ

加 治 町 大
おお

槻
つき

　　隆
たかし

天 良 町 斎
さい

藤
とう

慎
しん

介
すけ

池 上 町 齋
さい

藤
とう

　　愛
あい

宮 先 町 吉
よし

田
た

勝
かつ

昭
あき

諏 訪 町 安
やす

田
だ

久
く

美
み

枝
え

弘 法 坦 石
いし

井
い

幸
ゆき

男
お

上 北 町 萩
はぎ

原
はら

政
まさ

幸
ゆき

北 町 長
なが

澤
さわ

成
せい

二
じ

新 栄 町 加
か

藤
とう

憲
けん

二
じ

中宿第一 鈴
すず

木
き

郁
いく

夫
お

中宿川東 久
く

保
ぼ

真
しん

一
いち

地区名 氏　　名

須　
賀　
川

翠 ヶ 丘 秋
あき

元
もと

　　舞
まい

守 谷 舘 植
うえ

田
だ

宗
むね

晃
あき

昭 和 町 木
こ

暮
ぐれ

邦
くに

彦
ひこ

緑 町 本
ほん

間
ま

　　保
たもつ

和 田 池 青
あお

木
き

　　弘
ひろし

自由ヶ丘 橋
はし

本
もと

健
けん

二
じ

愛 宕 町 佐
さ

藤
とう

裕
ひろ

久
ひさ

松 が 丘 吉
よし

根
ね

一
かず

夫
お

池 ノ 下 矢
や

吹
ぶき

晋
みち

雄
お

芦 田 塚 上
か

遠
とう

野
の

勝
かつ

司
し

丸 田 町 羽
はにゅう

生 弘
こう

一
いち

浜　
田

前 田 川 佐
さ

藤
とう

　　学
まなぶ

浜 尾 小
こ

松
まつ

栄
えい

一
いち

和 田 安
あん

藤
どう

義
よし

美
み

牡 丹 台 今
いまいずみ

泉 光
みつ

洋
ひろ

西　
袋

西 川 村
むら

上
かみ

清
きよ

喜
き

大 桑 原 根
ね

本
もと

貴
き

一
いち

郎
ろう

袋 田 和
わ

田
だ

洋
よう

一
いち

越 久 西
にし

牧
まき

正
まさ

徳
のり

下 宿 真
ま

壁
かべ

正
まさ

芳
よし

森 宿 野
の

川
がわ

眞
まさ

伸
のぶ

北 団 地 江
え

口
ぐち

隆
りゅう

一
いち

吉 美 根 山
やま

田
だ

孝
たか

吉
よし

芹 沢 町 青
あお

池
いけ

政
まさ

勝
かつ

地区名 氏　　名

稲　
田

岩 渕 真
ま

壁
かべ

　　寛
ひろし

保 土 原 深
ふか

谷
や

勘
かん

一
いち

古 戸 橋
はし

本
もと

正
まさ

志
し

泉 田 大
おお

河
か わ ら

原由
よし

夫
お

松 塚 関
せき

口
ぐち

明
あき

夫
お

稲 熊
くま

田
だ

正
まさ

幸
ゆき

小　
塩　
江

小 倉 熊
くま

田
だ

幸
ゆき

雄
お

塩 田 橋
はし

本
もと

公
きみ

夫
お

東山第一 阿
あ

部
べ

博
ひろ

文
ふみ

堤 吉
よし

村
むら

賢
けん

司
じ

上 江 持 橋
はし

本
もと

秀
ひで

雄
お

下 江 持 栁
やぎ

沼
ぬま

　　基
もとき

あおば町 矢
や

吹
ぶき

義
よし

浩
ひろ

仁　
井　
田

仁 井 田 浜
はま

尾
お

一
かず

美
み

関 下 玉
たま

川
がわ

文
ふみ

博
ひろ

大 谷 地 渡
わた

辺
なべ

　　勉
つとむ

滑 川 真
ま

壁
かべ

正
まさ

弘
ひろ

十 貫 内 佐
さ

藤
とう

喜
き

一
いち

舘 ヶ 岡 小
お

山
やま

博
ひろ

正
まさ

向 陽 町 佐
さ

藤
とう

吉
よし

昭
あき

宮 の 杜 石
いし

井
い

　　明
あきら

季 の 郷 岩
いわ

田
た

裕
ゆう

介
すけ

大
東
小 作 田 森

もり

　　勝
かつ

雄
お

市 野 関 小
こ

林
ばやし

　　明
あきら

　嘱託員は、地域の皆さんと市をつなぐ活動（連絡事項の伝達など）を行っています。各地区から推薦され、
市から委嘱を受けた116人を紹介します。

地域と市をつなぐ嘱託員 生活環境課 （94）４432

■ 嘱託員の紹介

地区名 氏　　名

大　
東

日 照 田 金
かな

澤
ざわ

憲
けん

一
いち

田 中 佐
さ

藤
とう

浩
ひろ

美
み

下小山田 水
みず

野
の

久
きゅう

司
じ

上小山田 熊
くま

谷
がい

良
よし

春
はる

狸 森 森
もり

　　利
とし

勝
かつ

大 栗 石
いし

井
い

徳
のり

夫
お

雨 田 佐
さ

藤
とう

和
かず

洋
ひろ

東山第二 佐
さ

久
く

間
ま

輝
てる

克
かつ

長　
沼

勢 至 堂 伊
い

藤
とう

文
ふみ

夫
お

上 江 花 二
に

瓶
へい

博
ひろ

宣
のり

下 江 花 橋
はし

本
もと

貞
さだ

勝
かつ

長 沼 遠
えん

藤
どう

　　篤
あつし

滝 大
おお

島
しま

良
よし

夫
お

志 茂 名
な

古
ご

谷
や

敦
あつし

小 中 奥
おく

川
がわ

春
はる

夫
お

上 桙 衝 森
もり

藤
とう

美
み

代
よ

志
し

宮 本 佐
さ

藤
とう

久
きゅう

司
じ

古 舘 大
おお

河
か わ ら

原敏
とし

光
みつ

矢 田 野 深
ふか

谷
や

義
よし

規
のり

木 之 崎 味
あじ

戸
と

富
とみ

男
お

横 田 柳
やぎ

沼
ぬま

　　弘
ひろし

堀 込 馬
ば

場
ば

廣
ひろ

明
あき

花 の 里 小
こ

林
ばやし

信
のぶ

之
ゆき

地区名 氏　　名

岩　
瀬

町 守 屋 池
いけ

田
だ

康
やす

治
はる

里 守 屋 矢
や

部
べ

公
きみ

弥
や

源 田 原 高
たか

坂
さか

信
のぶ

賢
よし

新 田 安
あん

藤
どう

智
とも

彦
ひこ

今 泉 安
あん

藤
どう

一
かず

夫
お

下 柱 田 渡
わた

辺
なべ

聖
しょう

一
いち

弥 六 内 国
こく

分
ぶん

一
かず

也
や

上 柱 田 添
そえ

田
た

良
よし

夫
お

東 部 増
まし

子
こ

敏
とし

信
のぶ

梅 田 藤
ふじ

根
ね

憲
けん

吾
ご

滝 善
ぜん

方
ぽう

勝
かつ

典
のり

上大久保 小
お

栗
ぐり

山
やま

喜
き

一
いち

郎
ろう

下大久保 安
あん

藤
どう

勝
かつ

之
ゆき

滑 沢 深
ふか

谷
や

勝
かつ

彦
ひこ

矢 沢 柳
やぎ

沼
ぬま

　　修
おさむ

畑 田 石
いし

井
い

秀
ひで

美
み

北 横 田 鴨
かも

田
た

　　一
はしめ

深 渡 戸 菅
すが

井
い

忠
ただ

男
お

みどりが丘 阿
あ

字
じ

重
ひげ

義
よし

松 南 橋
はし

本
もと

晴
はる

男
お

あ お ば 永
なが

山
やま

房
ふさ

夫
お

（敬称略）
任期：令和9年3月31日まで

　視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）は、
表面に突起が付いたブロックです。目の不自由な
人が足裏や白杖で認識でき、目の不自由な人を安
全に誘導するために、路面や床面に敷設されてい
ます。
　自動車などを点字ブ
ロックにまたいで駐停
車すると、歩行の妨げ
になるだけでなく、ぶ
つかり、転倒するなど
大変危険です。
　自動車などを駐停車
するときは、誘導ブロッ
クをまたがないように
注意しましょう。
☞障がい福祉課 （88）8112

視覚障害者誘導用ブロックへの
駐停車禁止

須賀川アルバム－昭和の記録写真から－

「丸型ポストのある風景」（写真：昭和40年代）

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

●
一
般
行
政　
７
人
程
度　
●
土
木　
１
人
程
度

●
建
築　
１
人
程
度　
●
電
気　
１
人
程
度

申
込
期
限　
６
月
４
日（
木
）

受
験
資
格　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人（
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
人
は
、
年
齢
要

件
の
上
限
が
２
歳
緩
和
さ
れ
ま
す（
活
字
印
刷
の

出
題
と
口
述
試
験
に
対
応
で
き
る
人
が
対
象
）。

試
験
日
・
会
場

▼
第
一
次
試
験　

６
月
21
日（
日
）・
市
役
所
４

階「
大
会
議
室
」

▼
第
二
次
試
験　
７
月
中
旬
予
定（
第
一
次
試
験

合
格
者
）

試
験
内
容

▼
第
一
次
試
験　

教
養
試
験
、
専

門
試
験
、
適
性
検
査

▼
第
二
次
試
験　
口
述
試
験

申
込
方
法　
専
用
サ
イ
ト
か

ら
受
験
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

№381

奨学金返還支援

5 4令和8年5月1日令和8年5月1日


